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物  質  名 酢酸2-エトキシエチル ＤＢ－23 

別   名 
エチレングリコールモノエチル

エーテルアセテート、2-EEA、 
セロソルブアセテート 

C A S 番号 111-15-9 
PRTR 番号 第 1 種 101 
化審法番号 2-740 

構 造 式 
 
 
 
 
 

分 子 式 C6H12O3 分 子 量 132.16 
沸 点 156 ℃ 1） 融 点 －61.7 ℃ 2） 
蒸 気 圧 2.34 mmHg (25℃) 3） 換 算 係 数 1 ppm = 5.41 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 0.59（計算値）4) 水 溶 性 229 g/L (20℃) 5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 2,700 mg/kg  6)  
 ラット 吸入 LC50 12,100 mg/m3 (8h)  6)  
 ウサギ 経口 LD50 1,950 mg/kg 5）  
 ウサギ 吸入 LC50 > 2,000 ppm (10,800 mg/m3) (4h)  6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・マウス、モルモット、ウサギ（2 羽中の 1 羽）は 2,430 mg/m3 の 12 回暴露（8 時間/回）では

死亡しなかったが、他のウサギとネコは実験終了前に死亡し、死亡例ではいずれもタンパク

尿と腎障害を認めた 7)。 
・ラット、ウサギに 0、1,080 mg/m3 を 10 ヶ月間（4 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、体重

や血液成分、外見などに影響を認めなかったが、雄のラット及びウサギで尿細管上皮細胞の

変性を伴った尿細管性腎炎を認めた 8)。 
・イヌに 3,250 mg/m3 を 120 日間（7 時間/日）吸入させた結果、血液学、臨床化学、組織病理

学の各検査で異常を認めなかった 9)。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ウサギに 0、135、540、2,160 mg/m3 を妊娠 6 日目から 18 日目まで吸入（6 時間/日）させた

結果、2,160 mg/m3 群の母ウサギで体重増加の抑制、摂餌量の及びヘモグロビンの減少、吸収

胚の増加を認めた。また、胎仔では、540 mg/m3 以上の群で体重の減少、骨化の遅延、2,160 
mg/m3 群で脊椎の奇形発生率の増加を認めた。この結果から、NOEL は 135 mg/m3（暴露状況

で補正；34 mg/m3）であった 10, 11)。 
・Fischer 344 ラット及びニュージーランド白ウサギに 0、270、540、1,080、1,620 mg/m3 を妊娠

6 日目から 15 日目（ウサギでは 18 日目）まで吸入（6 時間/日）させた結果、両種ともに、

540 mg/m3 以上の群の母親で体重増加の抑制、肝臓重量の増加などを認め、胎仔では体重、

生存仔数の減少、骨化の遅延、外部・内臓・骨格の奇形発生率の増加などを認めた。この結

果から、NOEL は 270 mg/m3（暴露状況で補正；68 mg/m3）であった 12)。 
・マウスに 0、500、1,000、2,000、4,000 mg/kg/day を 5 週間（5 日/週）強制経口投与した結果、

500 mg/kg/day 群では明らかではないが、1,000 mg/kg/day 群で睾丸重量の有意な減少、2,000 
mg/kg/day 以上の群で睾丸重量、末梢白血球数の減少、精細管萎縮の用量に依存した有意な
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影響を認めた。また、この結果をエチレングリコールモノエチルエーエル（2-EE）、エチレ

ングリコールモノメチルエーエル（2-ME）投与時の結果と比較したところ、2-ME が最も強

い毒性を示すこと、エステル化により 2-EE の毒性は変化しないと考えられた 13)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・10 人の男性ボランティアに 0、14、28、58 mg/m3 を 4 時間吸入させた結果、体内に吸収され

たうちの 22％が 42 時間以内にエトキシ酢酸として尿中に排泄された 14)。また、男性ボラン

ティアに種々の状況下で吸入させた結果、一部が 2-EE として排泄された 15)。 
・蒸気は眼をわずかに刺激する。高濃度で暴露すると意識を喪失することがある。長期または

反復暴露では、貧血や白血球の減少、肝臓、腎臓に影響を与えることがある 16)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 17) TLV-TWA 5 ppm（27 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 18) 5 ppm（27 mg/m3）  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入暴露については、ラットの生殖・発生毒性試験から得られた NOEL 135 mg/m3（胎仔の

体重減少、骨化の遅延）を採用し、暴露状況で補正した 34 mg/m3 を暫定無毒性量等として設定

する。 
 なお、本物質は体内で速やかに加水分解され、2-EE と酢酸塩になることが動物実験で確認さ

れている 19)。 
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